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仏
性
論
が
宝
性
論
の
注
釈
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
色
は
、
唯
識
説
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
仏
性
の
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
は
宝
性
論
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
巻
二
に

(大
31
ー
七
九
四
a
)、

復
た
次
に
、
仏
性
は
体
に
三
種
有
り
、
三
性
の
所
摂
な
る
義
、
応
に
知
る
べ
し
。

と

い
い
、
三
因
三
種
仏
性
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

復
た
次
に
、
三
性
の
所
摂
な
る
者
は
、
謂
う
所
は
三
無
性
及
び
三
自
性
な
り
。
此
の
三
性
は
如
来
性
を
摂
し
て
尽
く
す
。
何
を
以
て

の
故
ぞ
。
此
の
三
性
を
通
じ
て
体
と
為
す
を
以
て
の
故
な
り
。

「通
じ
て
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
因
位
と
果
位
と
を
通
じ
て
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
仏
性
は
、
三
性
と
そ
の
裏

返
し
で
あ
る
三
無

性
と
を
体
と
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
巻

一
に

(大
31
1
七
八
九
b
)、

仏
性
な
る
者
は
、
即
ち
是
れ
人
法
二
空
所
顕
の
真
如
な
り
。

と
定
義
す
る
の
も
、
右
の
認
識
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
三
因
三
種
仏
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う

(大
31
1
七
九
四
a
)、
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三
因
な
る
者
は
、

一
に
応
得
因
、
二
に
加
行
因
、
三
に
円
満
因
な
り
。

応
得
因
な
る
者
は
、
二
空
所
現
の
真
如
な
り
。
此
の
空
に
由
る
が
故
に
、
応
に
菩
提
心
及
び
加
行
等
、
乃
至
道
後
の
法
身
ま
で
を

得
べ
し
。
故
に
応
得
と
称
す
。

加
行
因
な
る
者
は
、
謂
わ
く
菩
提
心
な
り
。
此
の
心
に
由
る
が
故
に
、
能
く
三
十
七
品
と
十
地
十
波
羅
蜜
な
る
助
道
の
法
を
得
て
、

乃
ち
道
後
の
法
身
に
至
れ
ば
、
是
れ
加
行
因
と
名
つ
く
。

円
満
因
な
る
者
は
、
即
ち
是
れ
加
行
な
り
。
加
行
に
由
る
が
故
に
、
因
の
円
満
及
び
果
の
円
満
を
得
。
因
の
円
満
な
る
者
は
、
謂

わ
く
福
慧
行
な
り
。
果
の
円
満
な
る
者
は
、
謂
わ
く
智
断
恩
徳
な
り
。

此
の
三
因
は
、
前

の

一
は
則
ち
無
為
の
如
理
を
以
て
体
と
為
し
、
後

の
二
は
則
ち
有
為
の
願
行
を
以
て
体
と
為
す
。

三
種
仏
性
な
る
者
は
、
応
得
因
中
に
三
性
を
具
有
す
。

一
、
住
自
性
性
、
二
、
引
出
性
、
三
、
至
得
性
。

記
し
て
曰
わ
く
、
住
自
性
な
る
者
は
、
謂
わ
く
道
前
の
凡
夫
位
な
り
。
引
出
性
な
る
者
は
、
発
心
よ
り
以
上
に
し
て
有
学

の
聖
位

を
窮
む
。
至
得
性
な
る
者
は
、
無
学
の
聖
位
な
り
。

「応
得
」
と
い
う
の
は
、
「無
為
の
如
理
を
以
て
体
と
為
す
」
因
位
の
仏
性

の
名

で
あ
る
が
、
果
位
の
名
で
あ
る

「至
得
性
」
を
す
で

に
具
有
し
て
い
る
。

故

に
如
来
性
は
、
因
は
応
得
と
名
づ
け
、
果
は
至
得
と
名
つ
く
る
と
錐
も
、
其
の
体
は
不
二
な
り
。
但
だ
清
濁
に
由
り
て
異
有
る
の

み

(1
七
九
五
c
)。

讐
え
ば
水
性

の
、
体
は
清
濁
に
非
ず
し
て
、
但
だ
稼
不
稜
に
由
る
が
故
に
清
濁
の
名
有
る
が
如
し

(ー
七
九
六
a
)。

も
し
泥
に
よ

っ
て
濁
る
な
ら
ば
水
は
清
澄
で
は
な
く
な
る
。
清
澄
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
水
の
清
性
は
失
わ
れ
な
い
。
も
し
方
便
し
て

澄
ま
せ
る
な
ら
ば
、
た
ち
ま
ち
清
浄
と
な
る
。
だ
か
ら
浄
不
浄
の
名
は
、
有
稼
無
稜
の
ち
が
い
に
由

っ
て
得
る
に
過
ぎ

な
い
。
水
性
そ
れ

自
体

に
浄
繊

の
別
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。



ま

た

応
得
至
得

の
二
種
仏
性
も
亦
復
是
く
の
如
し
。
同

一
真
如
に
し
て
異
体
有
る
こ
と
無
し

(1
七
九
六
a
)。

応

得
仏
性
も
至
得
仏
性
も
、
同

一
の
真
如

(無
為
の
如
理
)
で
あ

っ
て
、
別
個

の
体
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
清
濁
の
違

い
に
よ

っ

て
呼

び
方
が
異
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
恰
度
、
宝
性
論

の
有
垢
真
如

(如
来
蔵
)
と
無
垢
真
如

(清
浄
法
身
)
と
に
当
る
で
あ
ろ
う
。

両
者

が
同

一
の
仏
性
で
あ

っ
て
異
体
で
は
な
い
ゆ
え
ん
を
、
金
光
明
経
の
満
月
の
讐
喩
が
解
き
明
か
し
て
い
た
。

天
空
に
懸
か

っ
た
月
は
、
同
時
に
、
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
水
中
に
姿
を
現
わ
す
。

一
切
の
水
中
の
月
は
、
天
空

の
月
と
別
個

の
存
在
で
は

な

い
。
そ
れ
と
同
様
に
、
満
月
の
よ
う
な
法
身
は
、

一
切
衆
生
の
身
中
に
宿
る
。

一
切
衆
生
身
中
の
法
身
は
、
如
来
蔵

と
呼
ば
れ
、
煩
悩

に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
転
依
し
た
諸
仏
如
来

の
清
浄
法
身
と
別
個
の
存
在
で
は
な
い
。
同

一
の
真
如
仏
性

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
右
に
引
用
し
た
文
中
の
、

仏
性
者
、
即
是
人
法
二
空
所
顕
真
如
。

応
得
因
者
、
二
空
所
現
真
如
。

と
い
う
語
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
こ
の
真
如
仏
性
と
空
性
と
の
関
係
で
あ
る
。

弁
中
辺
論
の
空
性
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弁

中

辺

論

巻

上

に
次

の
よ

う

に

い
う

(
大

31
1

四
六
五

c
)
、

所

知

の
空

性

の
異

門

は

云

何

ん

。

頒

に

曰

わ

く
、

空

の
異

門

を

略

説

す

れ

ば

、

謂

わ

く
真

如

と

実

際

と

、

無

相

と

勝

義

性

と

、

法

界

等

な

る

こ

と
応

に
知

る

べ
し

。

(H山
癖
)

空

性

(黙
契

p
邑

の

同

義

異

語

と

し

て
、

真

如

(
§

訂
邑

・

実

際

(ぴ
冨

寧

犀
魯

)

・

無

相

(鋤
巳
巳

蕾

)

・

勝

義

性

(
麗
建
目
翼

訂
邑

・
法

界

(島

p
§

9
-き
倒
巳

が
挙

げ

ら

れ

て

い
る
。
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論
じ
て
曰
わ
く
、
略
説
す
れ
ば
空
性
に
此

の
異
門
有
り
。
云
何
ん
が
応
に
此
の
異
門
の
義
を
知
る
べ
き
。
頒
に
曰
わ
く
、

無
変
な
る
と
無
倒
な
る
と
、
相
の
滅
せ
る
と
聖
智
の
境
な
る
と
、
及
び
諸
の
聖
法

の
因
な
る
と
に
由
り
て
、
異
門
の
義
は
次
の
如

し
。
(H山
㎝
)

こ

こ

論
じ
て
曰
わ
く
、
即
ち
此
中
に
説
く
と
こ
ろ
の
所
知

の
空
性
は
、
無
変
な
る
義
に
由
り
て
説
き
て
真
如
と
為
す
。
真
性
は
常
に
如
に

し
て
転
易
す
る
こ
と
無
き
が
故
に
。

以
下
、
同
義
語
と
な
る
ゆ
え
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
今
は
真
如
が
問
題
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
。
空
性
は
不
変
で

あ
る
か
ら
真
如
と
も
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

云
何
ん
が
応
に
空
性

の
差
別
を
知
る
べ
き
。
頒
に
曰
わ
く
、

此
れ
の
雑
染
な
る
と
清
浄
な
る
と
は
、
有
垢
と
無
垢
と
に
由
る
。
水
界
と
金
と
空

の
、
浄
な
る
が
故
に
許
し
て
浄
と
為
す
が
如
し
。

(
H
-
一
①
)

空
性
は
有
垢
と
無
垢
と
の
違

い
に
よ
っ
て
、
雑
染
で
あ

っ
た
り
清
浄
で
あ

っ
た
り
す
る
が
、
水
界

(9げ-き
倒巳

・
や
真
金

(訂
暴
訂
)

や
虚
空

(群
倒鍵
)
の
本
性
の
よ
う
に
本
性
清
浄
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

論
じ
て
曰
わ
く
、
空
性
の
差
別
に
略
し
て
二
種
有
り
。

一
に
雑
染
、
二
に
清
浄
な
り
。
此
の
染
浄
と
成
る
は
分
位

の
別
に
由
る
。
謂

わ
く
、
有
垢
位
に
は
説
き
て
雑
染
と
為
し
、
垢
を
出
離
す
る
時
に
は
説
き
て
清
浄
と
為
す
。
先
に
雑
染
に
し
て
後

に
清
浄
と
成
る
と

錐
も
、
而
も
転
変
し
て
無
常
の
失
を
成
す
に
は
非
ず
。
水
界
等
の
客
塵
を
出
離
す
る
が
如
く
、
空
浄
も
亦
た
然
り
、
性
の
転
変
す
る

に
は
非
ず
。

も
し
先
に
有
垢
で
あ

っ
て
後
に
無
垢
と
な
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
変
異
す
る
性
質
が
あ
る
の
に
、
無
常
で
あ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
。

そ
れ
は
空
性
が
水
界
等
が
清
浄
に
な
る
の
と
同
じ
仕
方
で
清
浄
に
な
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
客
塵
垢

(倒αq
p巨
鼻
甲

日
器

)
を
離
却
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
空
性
の
本
性
が
変
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。



こ

の
二
種

の
区
別
が
成
り
立

つ
の
は
ど
う

い
う
根
拠
に
よ
る
の
か

(1
四
六
六
b
)
。

頒
に
曰
わ
く
、

此
れ
に
若
し
雑
染
な
る
こ
と
無
く
ん
ば
、

一
切
は
応
に
自
ら
脱
す
べ
し
。
此
れ
に
若
し
清
浄
な
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
功
用
は
応
に

無
果
な
る
べ
し
。
(〒
曽
)

論
じ
て
曰
わ
く
、
若
し
諸
法
の
空
な
る
こ
と
、
未
だ
対
治
を
生
ぜ
ざ
る
と
き
、
客
な
る
雑
染
無
く
ん
ば
、

一
切
の
有
情
は
、
功
用
に

由
ら
ず
し
て
応
に
自
然
に
解
脱
す
べ
し
。
若
し
対
治
已
に
生
じ
て
、
亦
た
清
浄
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
解
脱
を
求
む

る
勤
労
は
無
果
な

る
べ
し
。

も
し
諸
法

の
空
性
が
、
い
ま
だ
対
治
の
生
じ
て
い
な
い
時
に
も
、
客
塵
煩
悩
に
よ

っ
て
雑
染
さ
れ
て
い
な

い
な
ら
ば
、
煩
悩
は
存
在
し

な
い
の
だ
か
ら
、
な
ん
の
努
力
も
な
し
に

一
切
衆
生
は
解
脱
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
対
治
が
生
じ
て
い
る
の
に
清
浄
に
な
ら
な

い
な
ら
ば
、
解
脱

の
た
め
の
努
力
は
無
意
味
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

摂
大
乗
論
に
よ
れ
ば

(大
31
1

一
四
〇
a
)、

既
に
現
に
雑
染
と
清
浄
と
を
得
べ
け
れ
ば
、
是
の
故
に
応
に

一
切
皆
無
な
る
べ
か
ら
ず
。

と
い
う
。
雑
染
と
清
浄
と
は
現
に
あ
る
事
実
と
し
て
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
仏
道
を
擾
無
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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既
に
爾
れ
ば
、
頒
に
曰
わ
く
、

染

に
も
非
ず
不
染
に
も
非
ず
、
浄
に
も
非
ず
不
浄
に
も
非
ず
、
心
性
は
本
浄
な
る
が
故
と
、
客
塵

の
染
す
る
所
な
る
に
由

る
。

(〒
bQbo)

論
じ
て
曰
わ
く
、
云
何
ん
ぞ
染
に
も
非
ず
不
染
な
る
に
も
非
ざ
る
。
心
性
は
本
浄
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
云
何
ん
ぞ
浄
に
も
非
ず

不
浄
に
も
非
ざ
る
。
客
塵
の
染
す
る
所
な
る
に
由
る
が
故
な
り
。
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か

く

し

て
空

性

は

、

染

汗

さ

れ

て
も

い
ず

、

染

汗

さ

れ

て

い
な

い

の

で
も

な

い
し

、
清

浄

で
あ

る

の

で
も

な

く

、

清

浄

で
な

い

の

で
も

な

い
。

心

性

が

本

性

と

し

て
清

浄

で
あ

る
点

か

ら

す

れ

ば

(b
窮
算

為

冒

p
窟
呂

矧
ω<
臼
糞

倒
。
。
葺
p
ω巻

)
、

染

汗

さ

れ

て
も

い
ず

、

清

浄

で
な

い
の

で
も

な

い
。

客

塵

煩

悩

が

あ

る
点

か

ら
す

れ
ば

、

染

汗

さ

れ

て

い
な

い

の

で
も

な

い
し

、
清

浄

で
あ

る

の

で
も

な

い
、

と

い
う

こ

と

に
な

る
か

ら

で
あ

る

。

こ

こ

で
注

目

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の
は

、

「
空

性

」

と

い
う

語

が

「
心

性

」

と

い
う

語

に
重

ね

合

わ

せ

ら

れ

て

い
る

こ

と

で
あ

る

。

し

か
も

こ

の
空

性

は

「
諸

法

の
空

性

」

(臣

9
§

倒
鼠
日

い
冒

巻
邑

で
あ

る

。

こ

れ

は

ど
う

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う

か

。

類

に

曰
わ

く

、

こ

こ

虚
妄
分
別
有
り
、
此
こ
に
於

い
て
二
は
都

べ
て
無
し
。
此
中
に
は
唯
だ
空

の
み
有

る
も
、
彼
に
於

い
て
は
亦
た
此
れ
有
り
。

(H山
)

論
じ
て
曰
わ
く
、
虚
妄
分
別
有
り
と
は
、
謂
わ
く
、
所
取
と
能
取
と
の
分
別
有
る
な
り
。
(1
四
六
四
b
)

唯
識
二
十
論
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
い
う

(大
31
i
七
四
b
)、

大
乗
の
三
界
唯
識
を
安
立
す
る
は
、
契
経
に
、
三
界
は
唯
心
な
り
と
説
く
を
以
て
な
り
。
心
と
意
と
識
と
了
と
は
名
の
差
別
の
み
。

心

(o詳
鼠
)

・
意

(目
き
・)

・
識

(く昔
倒冨
)

・
了

(<
こ
訂
9
)
は
同
義
語
で
あ
る
。
た
だ
唯
識
と

い
う
場
合
、
<<
ご
誠
巷
阜
日
理
達
〉
と

い
う
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
こ
の
語
が
も

っ
と
も
明
晰
に

"唯
識
"
の
意
味
を
伝
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
残
念
な
が
ら
、
〈≦
盲
巷
巳

と
い
う
語
は
、

一
語
で
は
漢
訳
で
き
な
い
。
使
役
形
の
も
つ
意
味
合

い
が
移

せ
な

い
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
玄
奨
は
、
成
唯
識
論
の
第

一
頒
と
第
二
頒
の
前
半
と
を
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る

(
一1
2
)、

仮
に
由
り
て
我
法
に
、
種
種
の
相

の
転
ず
る
こ
と
あ
り
と
説
く
。
彼
は
識
の
所
変
に
依
り
、
此
の
能
変
は
唯
だ
三
の
み
。
謂
わ
く

異
熟
と
思
量
と
及
び
境
を
了
別
せ
し
む
る
識
な
り
。

最
後
の

一
句
、
原
文
は

「及
了
別
境
識
」
で
あ
る
が
、
使
役
に
読
ま
せ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
界
唯
識
と

は
、
三
界
の
中
の
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一
切

の
現
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
了
別
さ
せ
認
識
さ
せ
る
識
の
現
わ
れ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
真
実

の
存
在
で
は
な

い
と
い
う

の
で
あ

る
。で

は
識
が
実
在
す
る
の
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
識
は
虚
妄
分
別

(9
姦
け9-彊
鐸
巴
窟
)
だ
と
い
う
。
弁
中
辺
論
に
お
け
る

そ
の
論
証
を
先
に
見
て
お
こ
う

(1
四
六
四
c
)。

頗
に
曰
わ
く
、

識

の
生
ず
る
や
義
と
、
有
情
と
、
我
と
及
び
了
と
に
変
似
す
。
此
の
境
は
実

に
非
有

に
し
て
、
境
無
き
が
故

に
識
も
無
し
。

(〒
GQ
)

論
じ
て
曰
わ
く
、
義
に
変
似
す
と
は
、
謂
わ
く
色
等

の
諸
境
の
性
に
似
て
現
わ
る
る
な
り
。

識

が
転
変
し
て
、
義

(霞
匪
9)
に
似
て
生
じ
る
と
い
う
の
は
、
色
等

の
五
境
と
し
て
現
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

有
情
に
変
似
す
と
は
、
謂
わ
く
自
他
の
身
の
五
根

の
性
に
似
て
現
わ
る
る
な
り
。

有
情
に
似
て
生
じ
る
と
い
う
の
は
、
自
身
他
身
の
五
根
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
に
変
似
す
と
は
、
謂
わ
く
染
末
那
な
り
。
我
痴
等
と
恒
に
相
応
す
る
が
故
に
。

我

に
似
て
生
じ
る
と

い
う
の
は
、
染
汚
意
の
こ
と
で
、
我
痴
等

の
四
煩
悩
と
つ
ね
に

一
体
と
な

っ
て
我
執
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

了
に
変
似
す
と
は
、
謂
わ
く
余
の
六
識
な
り
、
了
相
麓
な
る
が
故
に
。

了
別
さ
せ
る
識
に
似
て
生
じ
る
と
い
う
の
は
、
第
八
第
七
識
以
外

の
六
識
の
こ
と
で
、
了
別
さ
せ
る
相
が
見
え
や
す

い
の
で
別
に
立
て

る
。

此
の
境
は
実
に
非
有
に
し
て
と
は
、
謂
わ
く
似
義
似
根
に
は
行
相
無
き
が
故
に
、
似
我
似
了
は
真
現
に
は
非
ざ
る
が
故
に
、
皆
実
有

な
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。

こ

の
四
つ
の
境

(霞
9
9)
は
実
有

で
は
な
い
と
い
う

の
は
、
義

に
似
、
根
に
似

て
生
じ
る
も
の
に
は
行
相
が
な
い

(
つ
ま
り
不
可
知
で
あ
)
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る
)
か
ら
、
我
に
似
、
了
別
さ
せ
る
識
に
似
て
生
じ
る
も
の
は
真
実
の
現
わ
れ
で
は
な
い
か
ら
、
す
べ
て
実
有
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う

「境
」
は
、
色
等

の
五
境
を
指
す

の
で
は
な
く
て
、
分
別
す
る
識

(能
取
)
に
よ

っ
て
分
別
さ
れ
る
識
の
現
わ
れ

(所

取
)
の
全
体
を
指
す
。
つ
ま
り
識
は
生
じ
る
時
、
所
取
と
し
て
現
わ
れ
つ
つ
能
取
と
し
て
分
別
す
る
。
識
は
自
身
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。

境
無
き
が
故

に
識
も
無
し
と
は
、
謂
わ
く
、
所
取
の
義
等
の
四
境
無
き
が
故
に
、
能
取
の
諸
識
も
亦
た
実
有
な
る
に
非
ざ
る
な
り
。

境
が
な
い
か
ら
識
も
な
い
と
い
う
の
は
、
所
取
の
義
等
の
四
境
が
な
い
か
ら
、
能
取
の
諸
識
も
ま
た
実
有
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

所
取
と
能
取
と
は
相

い
待

っ
て
成
り
立

つ
か
ら
で
あ
る

(成
唯
識
論
九
1
11
)
。

復
た
次

に
頒
に
曰
わ
く
、

虚
妄
分
別
性
な
る
こ
と
、
此
の
義
に
由
り
て
成
る
を
得
た
り
。
実
有
に
も
全
無
に
も
非
ず
、
滅
し
て
解
脱
あ
り
と
許
す
が
故
に
。

(H虞
)

識

の
虚
妄
分
別
性
が
以
上

の
論
証
に
よ

っ
て
成
立
し
た
。
実
有
で
も
全
無
で
も
な
く
、
そ
れ
が
滅
し
た
と
き
に
解
脱

が
あ
る
と
認
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

論
じ
て
曰
わ
く
、
虚
妄
分
別
は
此
の
義
に
由
る
が
故
に
実
有
に
非
ざ
る
こ
と
を
成
す
。
現
起
す
る
所
の
如
く
に
は
真
に
有
る
に
は
非

ざ
る
が
故
に
。

以
上
の
論
証
で
、
虚
妄
分
別
が
実
有
で
は
な
い
こ
と
が
成
立
し
た
。
現
に
生
起
し
て
い
る
よ
う
に
は
真
実
に
有
る
の
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。

虚
妄
分
別
と
は
、
真
実
有
で
は
な
い
、

つ
ま
り
虚
妄
な
対
象
を
虚
妄
な
識
が
分
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
架
空
の
妄
想
で
あ
る
。

こ
こ
に
虚
妄
分
別
は
空
無
だ
と
見
ら
れ
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。

亦
た
全
無
に
も
非
ず
、
中
に
於
い
て
少
し
く
乱
識
の
生
ず
る
こ
と
有
る
が
故
に
。

さ
り
な
が
ら
全
無
で
も
な
い
。
乱
識
の
範
囲

(匪
§

率
鼠

冨
)
で
は
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
乱
識
と
い
う
の
は
、
身
心

の
あ
る
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限
り
ま
ぬ
か
れ
得
な
い
意
識
活
動

の
こ
と
で
あ
る
。

如
何
ん
ぞ
此
の
性
の
全
無
な
る
こ
と
を
許
さ
ざ
る
。
此
れ
滅
し
て
解
脱
を
得
と
許
す
が
故
に
。

若
し
此
れ
に
異
な
ら
ば
、
繋
縛
も
解
脱
も
則
ち
応
に
皆
な
無
か
る
べ
し
。
是
く
の
如
け
れ
ば
便
ち
雑
染
及
び
清
浄

を
擾
無
す
る
失
を

成
さ
ん
。

で
は
ど
う
し
て
識
の
全
無
は
許
さ
れ
な
い
の
か
。
識

の
滅
か
ら
解
脱
が
得
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
な

い
な
ら
ば
、
煩
悩
の
繋
縛
も
そ
れ
か
ら
の
解
脱
も
な
い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
雑
染
か
ら
清
浄

へ
と
い
う
仏
道
を
撲

無
す
る
あ
や
ま
ち
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

途

中
の
議
論
が
長
す
ぎ
た
が
、
虚
妄
分
別
の
意
味
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
、
空
性

の
問
題
に
立
ち
返
ろ
う
。

此
こ
に
於
い
て
は
二
は
都
べ
て
無
し
と
は
、
謂
わ
く
、
即
ち
此
の
虚
妄
分
別
に
於

い
て
、
永
く
所
取
と
能
取
と

の
二
性
無
き
な
り
。

(1
四
六
四
b
)

こ
こ
に
お
い
て
二
は
ま

っ
た
く
無
し
と

い
う
の
は
、
こ
の
虚
妄
分
別
に
お
い
て
、
永
久

(無
始
無
終
)
に
所
取
と
能
取
と
の
二
者
が
絶

え
て
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

此
中
に
は
唯
だ
空
の
み
有
り
と
は
、
謂
わ
く
、
虚
妄
分
別
中
に
は
、
但
だ
、
所
取
及
び
能
取
を
離
し
た
る
空
性

の
み
有
る
な
り
。

こ
こ
に
は
唯
だ
空

の
み
有
り
と

い
う
の
は
、
二
取
が
絶
え

て
無

い
時
、
虚
妄
分
別
中
に
は
、
但
だ
、
所
取
と
能

取
と
無
縁

の
空
性

(く
冨
げ
冨
邑

の
み
が
有
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
に
於

い
て
亦
た
此
れ
有
り
と
は
、
謂
わ
く
、
即
ち
彼
の
二
の
空
性
中
に
於
い
て
、
亦
た
但
だ
此
の
虚
妄
分
別

の
み
有
る
な
り
。

か
し
こ
に
お
い
て
ま
た
此
れ
が
有
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
二
取
の
空
性
中
に
お
い
て
、
ま
た
こ
の
虚
妄
分
別
が
有

る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

故

に

一
切
法
は
、
空

に
非
ず
非
空
に
非
ず
。
有
な
る
と
無
な
る
と
及
び
有
な
る
が
故

に
。
是
な
れ
ば
則
ち
中
道
に
契
え
り
。
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(
H
-
N
)

論
じ
て
曰
わ
く
、

一
切
法
な
る
者
は
、
謂
わ
く
、
諸
の
有
為
及
び
無
為

の
法
な
り
。
虚
妄
分
別
を
ば
有
為
と
名

づ
け
、
二
取
の
空
性

を
ば
無
為
と
名
つ
く
。
前
理
に
依
る
が
故
に
、
此
の

一
切
法
は
空
に
非
ず
不
空
に
非
ず
と
説
く
。
空
性
と
虚
妄
分
別
と
有
る
が
故
に

空
に
非
ず
と
説
き
、
所
取
能
取
の
性
無
き
が
故
に
不
空
に
非
ず
と
説
く
。

虚
妄
分
別
が
有
為
法
で
あ
り
、
空
性
が
無
為
法

で
あ
る
。
両
者

の
有
の
故
に
空
に
あ
ら
ず
と
い
う
。

及
び
有
な
る
が
故
に
と
は
、
謂
わ
く
、
虚
妄
分
別
中
に
空
性
有
る
が
故
と
、
及
び
空
性
中
に
虚
妄
分
別
有
る
が
故
な
り
。

ま
た
、
虚
妄
分
別
中
に
空
性
が
有
り
、
空
性
中
に
虚
妄
分
別
が
有
る
か
ら
、
非
空
非
不
空
と
い
う

の
で
あ
る
。

是
な
れ
ば
則
ち
中
道
に
契
う
と
は
、
謂
わ
く
、

一
切
法
は

一
向
に
空
な
る
に
は
非
ず
。
亦
た

一
向
に
不
空
な
る
に
は
非
ざ
れ
ば
な
り
。

是
く
の
如
き
の
理
趣
は
妙
に
中
道
に
契
え
り
。

一
切
法
は
無
の

一
辺
倒
で
も
な
け
れ
ば
、
有

の

一
辺
倒
で
も
な
い
。
故
に
中
道
に
契
う
。

若
し
此
こ
に
於
い
て
非
有
な
ら
ば
、
彼
に
由
り
て
観
じ
て
空
な
り
と
為
し
、
所
余
は
非
無
な
る
が
故
に
、
如
実

に
知
り
て
有
な
り
と

為
す
。
若
し
是
く
の
如
く
せ
ば
、
則
ち
能
く
無
倒
に
し
て
空
相
を
顕
示
せ
り
。

も

し
こ
こ
に
も
の
が
無
い

(鼠
ω巳

な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ

っ
て
空

(留
ξ
9)
で
あ
る
と
見
、
余
る
も

の
が
無

い
の
で
な
け
れ
ば
、
如
実

に
有

で
あ
る
と
見
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
顛
倒
す
る
こ
と
な
く
空
性
の
相

(顕
越
讐
巴
95
租
9)
を
示
し
得
た
こ
と
に
な
る
。

鍮
伽
師
は
ひ
た
す
ら
心
の
構
造
を
観
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
心
に
お
い
て
所
取
能
取
の
分
別
が
無
い

(鼠
ω巳

ー

何
故
な
ら
虚
妄

(9
げゲ
騨
9)
だ
か
ら

な
ら
ば
、
所
取
能
取
の
分
別
は
心
に
お
い
て
空

(い冒
巻
)
で
あ
る
。
そ
の
時
、
分
別
の
無

い
心
が
見
ら
れ
て
い

る
。
「但
だ
、
所
取
及
び
能
取
を
離
し
た
る
空
性

(い目
醤
邑

の
み
有
り
」
。
こ
の

「空
性
」
は
心
性
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ

ろ
う

。

論

に
い
う
、
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虚
妄
分
別
の
境
に
依
止
す
る
が
故
に
、
遍
計
所
執
自
性
有
り
と
説
く
。
虚
妄
分
別
の
性
に
依
止
す
る
が
故
に
、
依
他
起
自
性
有
り
と

説
く
。
所
取
能
取
の
空
に
依
止
す
る
が
故
に
、
円
成
実
自
性
有
り
と
説
く
。
(四
六
四
c
)

自
性
空
と
は
、
謂
わ
く
円
成
実
な
り
。
二
空
所
顕
を
自
性
と
為
す
が
故
に
。
(四
六
九
a
)

所
取
能
取
の
空
性
に
も
と
つ
い
て
、
円
成
実
自
性

つ
ま
り
心
性
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。
円
成
実
は
自
性
空
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
二
取
の
空
性
が
顕
示
す
る
と
こ
ろ
を
自
性
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

諸
法
の
空
性
は
円
成
実

つ
ま
り
心
性
の
自
性
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
な
お
そ
の
空
性
中
に
虚
妄
分
別
が
あ
る
と

い
う
。
こ
れ
が
前
に
見

た
乱
識
の
範
囲
で
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
生
身

の
観
察
に
お
い
て
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
客

塵
煩
悩
で
あ
る
。

結
局
、
心
の
構
造
は
、
本
性
的
に
清
浄
な
心
性
と
客
塵
煩
悩
と
の
回
互
す
る
二
重
構
造
に
お
い
て
観
察
さ
れ
て
い
る
。
虚
妄
分
別
中
に

　

空
性
が
有
り
、
空
性
中
に
虚
妄
分
別
が
有
る
の
で
あ
る
。
ま
た
両
者

の
関
係
は
、

此
の
空
は
彼

の
虚
妄
分
別
と
異
に
非
ず

一
に
非
ず
。
(四
六
五
c
)

と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
起
信
論
の
、
不
生
不
滅
の
真
如
と
生
滅
す
る
心
念
と

の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。

虚
妄
分
別
が
あ
る
と

い
う
こ
と
と
、
心
念
が
生
滅
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
事
で
は
な

い
。
煩
悩
に
よ
る
心
識
の
活
動
、
心
の
雑
染
の

相
で
あ
る
。
そ
こ
に
唯
識
の
諸
法
が
現
わ
れ
、
生
死
輪
廻
の
世
界
が
展
開
す
る
。
そ
こ
か
ら
解
脱
す
る
た
め
、
清
浄
性

に
お
い
て
、
凡
夫

位
に
あ

っ
て
も
聖
位
に
あ

っ
て
も
、
不
変
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
真
如
と
呼
ば
れ
る
、
諸
法
の
空
性

つ
ま
り
客
塵
煩
悩
の
空
性
i

に

悟
入
す
る

「
入
無
相
方
便
」
(四
六
五
a
)
を
説
く
こ
と
が
弁
中
辺
論
の
眼
目
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

空
性
に
つ
い
て
種
々
に
議
論
し
た
あ
と
、

こ

こ

此
中
に
は
何
者
を
か
説
き
て
名
づ
け
て
空
と
為
す
。
(四
六
六
b
)

と
、
要
す
る
に
空
と
は
何
物
な
の
か
と
問
い
、
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頒
に
曰
わ
く
、

補
特
伽
羅
と
法
と
は
、
実
性
は
倶
に
非
有
な
る
も
、
此
の
無
性
に
は
性
有
り
、
故
に
別
に
二
空
を
立

つ
。
(H-
No
)

論
じ
て
曰
わ
く
、
補
特
伽
羅
及
び
法
は
、
実
性
は
倶
に
非
有
な
り
、
故
に
無
性
空
と
名
つ
く
る
も
、
此
の
無
性
空

に
は
自
性
無
き
に

は
非
ず
。
空
は
無
性
を
以
て
自
性
と
為
す
が
故
に
、
無
性
自
性
空
と
名
つ
く
れ
ば
な
り
。

要
す
る
に
、
空
と
は
人

(能
取
)
と
法

(所
取
)
と
の
空
で
あ
る
。
人
と
法
と
の
実
性
は
と
も
に
非
有
で
あ
る
か
ら
、
無
性
空
と
名
づ

け

る
。
し
か
る
に
こ
の
無
性
空
に
は
自
性
が
な
い
の
で
は
な
い
。
空
性
は
、
無
性

(9げ
げ習
鋤)
を
自
性
と
す
る
の
で
、
ま
た
無
性
自
性
空

(無
性
を
自
性
と
す
る
空
)
と
名
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。

別
に
二
空
を
立
つ
る
は
、
此
れ
補
…特
伽
羅
と
法
と
の
増
益
の
執
と
、
空

の
損
減
と
を
遮
止
せ
ん
が
為
に
し
て
、
其

の
次
第

の
如
く
後

の
二
空
を
立
つ
。

こ
の
よ
う
に
別
に
無
性
空
と
無
性
自
性
空
と
の
二
空
を
立
て
る
の
は
、
人
と
法
と
の
増
益

(無
い
も
の
を
有
り
と
す
る
)
の
執
と
、
空
性

の
損
減

(有
る
も
の
を
無
い
と
す
る
)
の
執
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

無
性
空
は
見
て
取
り
易
い
。
し
か
る
に
そ
の
無
性
空

つ
ま
り
人
法
の
空
性
を
自
性
と
す
る
空
性
が
有
る
と
い
う
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、

客
塵
煩
悩
の
空
性
を
自
性
と
す
る
心
性
が
有
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
人
法
二
空
所
顕
の
真
如
と
は
こ

れ
で
あ
ろ
う
。

二

成
唯
識
論
の
第
入
識

論

に
い
う

(三
1
17
)、

云
何
ん
ぞ
応
に
、
此
の
第
八
識
は
眼
等

の
識
を
離
れ
て
別
の
自
体
有
る
こ
と
を
知
る
べ
き
。
聖
教
と
正
理
と
を
定
量
と
為
す
が
故
に
。
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謂
わ
く
、
大
乗
阿
砒
達
磨
経
中
に
説
く
有
り
、

無
始
時
来
の
界
は
、

一
切
法

の
等
依
な
り
。
此
れ
有
る
に
由
り
て
諸
趣
あ
り
、
及
び
浬
桑

の
証
得
あ
り
。

無
始
時
来
の
界

(臣
倒ε
)
は

一
切
法
の
所
依

(ω碧
倒い建
岩
)
で
あ
る
。
此
れ
が
有
る
こ
と
に
よ

っ
て
諸
趣
が
あ
り
、
浬
葉
の
証
得
が
あ

る
。

よ
く
知
ら
れ
た
偶
類
で
あ
る
。
そ
の
第
三
解
に
い
う

(三
i
20
)、

た
め

或
い
は
復
た
初
句
は
、
此
の
識
の
体
は
無
始
よ
り
相
続
す
る
こ
と
を
顕
わ
す
。
後

の
三
は
、
三
種

の
自
性

の
与
に
所
依
止
と
為
る
こ

と
を
顕
わ
す
。
謂
わ
く
、
依
他
起
と
遍
計
所
執
と
円
成
実
性
な
る
こ
と
、
次
の
如
く
応
に
知
る
べ
し
。

三
性
の
所
依
止
で
あ
る
こ
と
は
第
八
識
が
阿
頼
耶
識
の
枠
を
越
え

て
い
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

「諸
雑
染
法
を
摂
蔵

す
る
」
(三
1
20
)
阿
頼
耶
識
と
、
「清
浄
法
界
」
(十
1
9
)
で
あ
る
真
如

(円
成
実
性
)
と
は
相

い
容
れ
な

い
か
ら
で
あ

る
。

若
し
唯
だ
識
の
み
有
ら
ば
、
云
何
ん
ぞ
世
間
及
び
聖
教
に
、
我
と
法
と
有
り
と
説
く
。
頒
に
曰
わ
く
、

仮
に
由
り

て
我
と
法
と
に
、
種
々
の
相

の
転
ず
る
こ
と
有
り
と
説
く
。
彼
は
識

の
所
変
に
依
り
、
此

の
能
変

は
唯
だ
三
の
み
。

〔第
1
頒
〕
(
一
ー
2
)

我
と
法
と
の
種
々
相
は
、
識
の
所
変
の
上
の
仮
名
で
あ
り
、
そ
の
能
変

の
識
は
三
種
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
阿
頼
耶
識
と
末
耶
識
と
六

識
と
で
あ
る
。

是
の
諸
識
の
転
変
は
、
分
別
に
し
て
所
分
別
な
り
。
此
れ
に
由
り
て
彼
は
皆
な
無
し
、
故
に

一
切
は
唯
識
の
み
。
〔第
17
頒
〕

論
じ
て
日
わ
く
、
是
の
諸
識
な
る
者
は
、
謂
わ
く
、
前
所
説
の
三
能
変
識
及
び
彼

の
心
所
な
り
。
皆
な
能
変
し
て
見
相
二
分
に
似
れ

ば
、
転
変
の
名
を
立

つ
。
所
変
の
見
分
を
説
き
て
分
別
と
名
つ
く
、
能
取
の
相
な
る
が
故
に
。
所
変
の
相
分
を
所
分
別
と
名
つ
く
、

見
の
所
取
な
る
が
故
に
。
(七
ー
20
)

こ
の
諸
識
が
転
変
す
る
こ
と
は
虚
妄
分
別
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
妄
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
対
象
は
実
在

し
な
い

(鵠
ω巳
、

す
な
わ
ち
空
無
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
此
の
世
の

一
切
存
在
は
唯
識
、
妄
想
の
中
の
知
識
に
過
ぎ
な
い

(己
き

ω輿
く
碁

く昔
99
白
倒鼠
犀
§
)。
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所
取

・
相
分
が
空
無
で
あ
れ
ば
能
取

・
見
分
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
、
前
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

若
し
唯
だ
識
の
み
有
ら
ば
、
何
が
故
ぞ
世
尊
は
処
処

の
経
中
に
、
三
性
有
り
と
説
け
る
。
応
に
知
る
べ
し
、
三
性
も
亦
た
識
を
離
れ

ざ
る
こ
と
を
。
所
以
の
者
は
何
ぞ
。
頒
に
曰
わ
く
、

彼
彼
の
遍
計
に
由
り
て
、
種
種

の
物
を
遍
計
す
。
此
れ
は
遍
計
の
所
執
な
る
の
み
に
し
て
、
自
性
は
無
所
有
な
り
。
〔第
20
頒
〕

論
じ
て
曰
わ
く
、
周
遍
し
て
計
度
す
、
故
に
遍
計
と
名
つ
く
。
品
類
衆
多
な
れ
ば
説
き
て
彼
彼
と
為
す
。
謂
わ
く
能
遍
計
の
虚
妄
分

別
な
り
。
即
ち
彼
彼
の
虚
妄
分
別
に
由
り
て
、
種
種
の
所
遍
計
の
物
を
遍
計
す
。
謂
わ
く
、
妄
執
す
る
所
の
蔽
処
界
等
、
若
し
く
は

法
若
し
く
は
我
の
自
性
差
別
な
り
。
此

の
妄
執
す
る
所
の
自
性
差
別
は
総
じ
て
遍
計
所
執
自
性
と
名
つ
く
。
是
く

の
如
き
の
自
性
は

都
べ
て
無
所
有
な
り
。
理
と
教
と
も
て
推
徴
す
る
に
不
可
得
な
る
が
故
に
。
(八
1
21
以
下
)

遍
計
所
執
自
性
も
ま
た
虚
妄
分
別
で
あ

っ
て
、
そ
の
妄
執
す
る
と
こ
ろ
の
我
と
法
と
の
種
々
相
は
、
す
べ
て
自
性
が
な
い
か
ら
空
無
で

あ
る
。

、

依
他
起
自
性
は
、
分
別
に
し
て
縁
の
所
生
な
り
。
円
成
実
は
彼
に
於

い
て
、
常
に
前
を
遠
離
せ
る
性
な
り
。
〔
第
21
頒
〕

次

に
依
他
起
自
性
も
ま
た
虚
妄
分
別
で
あ
る
が
、
能
遍
計
に
妄
執
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
所
遍
計
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ

の
依
他
起
上
に
、

前
の
遍
計
所
執
と
常
に
無
縁
で
あ
る
こ
と
を
本
性
と
す
る
も
の
が
あ
り
、

二
空
所
顕
の
真
如
を
性
と
為
す
。

と
い
わ
れ
る

(八
1
32
)。
こ
れ
が
円
成
実
自
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
心
性
で
あ
る
。

然
る
に
契
経
に
心
性
は
浄
な
り
と
説
く
者
は
、
心
の
空
理
所
顕
の
真
如
な
り
。
真
如
は
是
れ
心
の
真
実
性
な
る
が
故
に
。
(ニ
ー
20
)

こ
こ
に

「
二
空
」
と

い
う
の
は
、
前
の
遍
計
所
執
自
性
に
お
い
て
妄
執
さ
れ
た
、
見
分

・
能
取
を
所
依
と
す
る

「我
」
と
、
相
分

・
所

取
を
所
依
と
す
る

「法
」
(
一
1
3
)
と
の
二
の
空
無
で
あ
る
。
心
性
は
我
法
の
空
無
を
本
性
と
す
る
。
し
か
も
依
他
起
上
に
お
い
て
あ
る

と

い
わ
れ
る
。
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故
に
此
れ
は
依
他
起
と
、
異
な
る
に
非
ず
異
な
ら
ざ
る
に
非
ず
。
〔第
22
頒
前
半
〕
(八
1
27
)

心
性
は
虚
妄
分
別
と

「非
異
非
不
異
」
、
あ
る
い
は

「非

一
非
異
」
(八
1
32
)
の
関
係
に
あ
る
。
弁
中
辺
論
で
も
同
じ
こ
と
が
い
わ
れ

て
い
た

(大
31
1
四
六
四
c
)。

こ
こ
で
も
や
は
り
、
心
は
、
本
性
的
に
清
浄
な
心
性

つ
ま
り
心
の
真
実
性
と
、
客
塵
煩
悩

つ
ま
り
虚
妄
分
別
性
と
の
回
互
す
る
二
重
構

造
に
お
い
て
把
え
ら
れ
て
い
る
。

煩

悩
の
は
じ
ま
り
は
無
明
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
無
明
は
ど
こ
か
ら
起
こ
る
の
か
。
起
信
論

で
は

「忽
然
と
し
て
念

の
起
こ
る
を
名

づ
け

て
無
明
と
為
す
」
(訳
注
大
乗
起
信
論
41
段
)
と

い
う
。
も
し
も
心
の
外
か
ら
来
る
な
ら
ば
唯
心
説
で
は
な
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
さ
り

と
て
真
如
か
ら
起
こ
る
と
す
れ
ば
、
心
性
本
浄
説
で
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
起
信
論

の
い
う
よ
う
に
、
「無
始
無
明
」
(22
段
)
が
あ

っ

て
、
真
如
と
共
に
、
衆
生
心
の
二
重
構
造
を
形
づ
く

っ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
両
者
は

「
不
相
離
」

(10
段
)
の
関
係
に
あ

っ
て
、
二
元
的
に
乖
離
す
る
も
の
で
は
な

い
と

い
う
。

つ
ま
り
回
互
す
る
構
造
に
お

い
て
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
は
、此

の
円
成
実
を
証
見
せ
ず
し
て
、
而
も
能
く
彼

の
依
他
起
性
を
見
る
に
は
非
ず
。
(八
ー
33
)

円
成
実

(真
如
)
を
見
な
い
で
は
依
他
起

(虚
妄
分
別
)
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と

い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

有
る
頒
に
言
わ
く
、

真
如
を
見
ず
し
て
、
而
も
能
く
諸
行
は
、
皆
な
幻
事
等

の
如
く
、
有
な
り
と
錐
も
而
も
真
に
非
ず
と
了
す
る
に
は
非
ず
。
(同
)

と
い
う
の
も
同
じ
趣
意
で
あ
る
。

論
初
に
造
論
の
理
由
を
述
べ
て
い
う
、

又
た
謬
ち
て
我
と
法
と
に
執
し
、
唯
識
に
迷
え
る
者
に
開
示
し
て
、
二
空
に
達
し
て
、
唯
識
の
理
に
於

い
て
如
実

に
知
ら
し
め
ん
が

為

の
故
な
り
。
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我
法
二
空
に
通
達
す
る
こ
と
が
、
唯
識
の
理
を
如
実
に
知
る
こ
と
で
あ
る
と

い
う
。
唯
識
観
と
空
観
と
は
別
事

で
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

若
し
三
性
有
ら
ば
、
如
何
ん
ぞ
世
尊
は

一
切
法
は
皆
な
無
自
性
な
り
と
説
け
る
。
頒
に
曰
わ
く
、

即
ち
此
の
三
性
に
依
り
て
、
彼
の
三
無
性
を
立

つ
。
故
に
仏
は
密
意
し
て
説
け
り
、

一
切
法
は
無
性
な
り
と
。
〔第
23
類
〕

初
は
即
ち
相
無
性
に
し
て
、
次
は
自
然
性
無
け
れ
ば
な
り
。
後
は
前
の
所
執

の
我
法
を
遠
離
せ
る
性
な
る

に
由
る
。
〔第
24
頒
〕

(九
1
1
)

「
一
切
法
皆
無
自
性
」
が

一
切
法
空

の
意

で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
が
基
本
命
題
に
な
る
の
は
、
「我
執
は
必
ず
法
執

に
依
り
て
起
こ
る
」
(五
1
7
)
か
ら
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
我
法
の
自
性
が
実
有
で
あ
る
と
妄
執
す
る
の
が
遍
計
所
執
で
あ
る
。

我
法
の
執
に
由
り
て
二
障
具
に
生
ず
。
若
し
二
空
を
証
す
れ
ば
彼
の
障
も
随

っ
て
断
ず
。
障
を
断

つ
は
二
の
勝
果
を
得
る
が
為
な
り
。

(
一
1
1
)

「
二
障
」
と

い
う
の
は
煩
悩
障
と
所
知
障

の
こ
と
で
、
前
者
は
我
執
か
ら
、
後
者
は
法
執
か
ら
生
じ
る
。
心
を
覆
う
雑
染
で
あ
る
。
煩

悩
障
を
断

つ
こ
と
に
よ

っ
て
浬
葉
が
得
ら
れ
、
所
知
障
を
断

つ
こ
と
に
よ
っ
て
菩
提
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
が
雑
染
か
ら
清
浄

へ
と
い
う
仏

道

の
略
図
で
あ
る
。

初

め
の
遍
計
所
執
は
、
妄
執
で
あ
る
か
ら
空
華

の
よ
う
に
畢
寛
非
有

(相
無
性
)
で
あ
る
。
次
の
依
他
起
は
幻

の
よ
う
な
も
の
で
、
自

然
性

(ω<
9嵩
学
窪
倒奉
)
が
無

い
、
自
性
あ
る
も
の
と
し
て
は
生
じ
て
い
な
い

(生
無
性
)、
故
に

「仮
り
に
無
性
な
り
と
説
く
も
、
性
の

全
無

な
る
に
は
非
ず
」
。
ま
た
円
成
実
は
、
前

の
遍
計
に
よ

っ
て
妄
執
さ
れ
た
我
法
と
無
縁
で
あ
る
こ
と
を
本
性
と
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
「仮
り
に
無
性
な
り
と
説
く
も
、
性

の
全
無
な
る
に
は
非
ず
」
。

「全
無
」
で
は
な

い
と
い
う
の
は
、
依
他
起
は
前
述
の
乱
識
の
範
囲
で
は
生
じ
て
お
り
、
円
成
実
は
心
性
に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
を
説
明
で
き
な

い
の
で
、
三
無
性
説
は
非
了
義
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

(九
1
1
、
3
)。
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「遠
離
前
所
執
我
法
性
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
も
と
の
梵
語
は

く巳
冨
〈
pげ
訂
く
讐
倒
〉
で
あ
る
。
慣
例
に
従
え
ば

「無
自
性
性
」
と
訳
せ

る
で
あ
ろ
う
。
弁
中
辺
論
の
空
性

(伽創
巻
邑

に
当
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

此
れ
は
諸
法

の
勝
義
な
り
。
亦
た
即
ち
是
れ
真
如
な
り
、
常
に
其
の
性
の
如
き
が
故
に
。
即
ち
唯
識

の
実
性
な
り
。
〔第
25
頒
〕

勝
義
と
真
如
は
空
性
の
同
義
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
唯
識
実
性

(<こ
矧
言
-鼠

藍
邑

に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

此
の
性
は
即
ち
是
れ
唯
識
の
実
性
な
り
と
は
、
謂
わ
く
、
唯
識
性
に
略
し
て
二
種
有
り
。

一
に
は
虚
妄
な
る
も

の
、
謂
わ
く
遍
計
所

執
な
り
。
二
に
は
真
実
な
る
も
の
、
謂
わ
く
円
成
実
性
な
り
。
虚
妄
な
る
も
の
を
簡
ば
ん
が
為
に
実
性

の
言
を
説
け
り
。

唯
識
を
本
性
と
す
る
も
の
に
二
種
類
あ
る
。
虚
妄
の
遍
計
所
執
と
真
実
の
円
成
実
性
と
で
あ
る
。
い
ま
は
虚
妄

の
を
選
び
捨
て
る
た
め

に

「実
性
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

復
た
二
性
有
り
、

一
な
る
者
は
世
俗
、
謂
わ
く
依
他
起
な
り
。
二
な
る
者
は
勝
義
、
謂
わ
く
円
成
実
な
り
。
世
俗
を
簡
ば
ん
が
為
の

故
に
実
性
と
説
け
り
。

唯
識
実
性
と
は
円
成
実
性
つ
ま
り
心
性

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
唯
識
性
に
修
行
者
は

「漸
次
悟
入
」
(九
1
4
)
す
る
の
で
あ
る
が
、
第

26
頒

に
い
う

(九
1
5
)、

乃
ち
未
だ
識
を
起
こ
し
て
、
唯
識
性
に
住
せ
ん
と
求
め
ざ
る
に
至
り
て
は
、
二
取
の
随
眠
に
於

い
て
、
猶
お
未
だ
伏
滅
す
る
能
わ

ず
。

唯
識
性
に
お
い
て
識

(く
葛
餌暴
)
が
安
住
す
る
ま
で
は
、
二
取
の
随
眠
は
伏
滅
し
な
い
。

第
27
頒
に
い
う

(九
ー
9
)
、

現
前
に
少
物
を
立
て
て
、
是
れ
唯
識
性
な
り
と
謂
う
も
、
有
所
得
な
る
を
以
て
の
故
に
、
実
に
は
唯
識
に
住
す

る
に
非
ず
。

一
切
は
唯
識
で
あ
る
と
見

つ
つ
も
、
現
前
に
何
か
を
立
て
て
い
る
か
ぎ
り
、
唯
識
性
に
安
住
し
て
は
い
な

い
。

28
頒

(九
1
13
)、



144空性と真如仏性

若
し
時
に
所
縁
に
於
い
て
、
智
の
都

べ
て
無
所
得
な
ら
ば
、
爾
の
時
に
唯
識
に
住
す
、
二
取
の
相
を
離
す
る
が
故
に
。

し
か
る
に
智

(く
H盲
9昌
9)
が
所
縁
を
全
く
見
な
い
時
に
は
、
唯
識
性

に
安
住
す
る
。
所
取
が
存
在
し
な
い
時
に
は
そ
れ
の
能
取
も
存
在

し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

論
じ
て
曰
わ
く
、
若
し
時
に
菩
薩
、
所
縁
の
境
に
於

い
て
、
無
分
別
智
も
て
都
べ
て
無
所
得
な
ら
ば
、
種
種
の
戯
論
の
相
を
取
ら
ざ

る
が
故
に
、
爾
の
時
に
乃
ち
実
に
唯
識

の
真
勝
義
性
に
住
し
て
即
ち
眞
如
を
証
す
と
名
つ
く
。
智
は
真
如
と
平
等
平
等
に
し
て
、
倶

に
能
取
と
所
取
と
の
相
を
離
し
た
る
が
故
に
。
能
所
取

の
相
は
倶
に
是
れ
分
別
な
り
。
有
所
得
心

の
戯
論
よ
り
現
ず
る
が
故
に
。

「
唯
識
に
住
す
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
ゆ
る
転
識
得
智
で
あ
る
こ
と
は
、
<く
こ
団
u
9>
と
い
う
梵
語
を
、
玄
契
が

「識
」
と

「智
」
と

に
訳
し
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
伺
わ
れ
る
。

智
は
識
に
非
ず
と
錐
も
而
も
識
に
依
り
て
転
ず
。
識
を
主
と
為
す
が
故
に
転
識
得
と
説
く
。
(+
ー
15
)

智
に
依
り
て
識
を
捨

つ
。
故
に
八
識
を
転
じ
て
此
の
四
智
を
得
す
と
説
く
。
(同
)

菩
薩
は
無
分
別
智
に
よ
っ
て
真
如
を
証
す
る
。
そ
の
時
、
智
は
真
如
と
平
等
平
等

つ
ま
り

一
体
で
あ
り
、
所
取
能
取
の
相
は
倶
に
な

い
。

何
故

か
と
い
え
ば
、
真
如
は
心
性
に
ほ
か
な
ら
ず
、
智
は
心
性

の
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
如
を
証
す
る
と
は
智

の
自
覚
な
の
で
あ
る
。
無
所
得
と
は
自
覚
の
謂
で
あ
る
。

29
頒

(九
ー
19
)、

無
得
に
し
て
不
思
議
な
り
、
是
れ
出
世
間
智
な
り
。
二
の
粗
重
を
捨
て
た
る
が
故
に
、
便
ち
転
依
を
証
得
す
。

こ
の
無
分
別
智
は
不
思
議
で
あ
り
、
無
所
得
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
出
世
間
智

で
あ
る
。
二
種
の
粗
重
を
捨
離
し

て
い
る
故

に
転
依

(倒
いH曙
甲
冨
鍼
毒
巳

で
あ
る
。

「二
の
粗
重
」
と

い
う
の
は
、
煩
悩
所
知
二
障
の
種
子
の
こ
と
で
、
心
の
雑
染
の
相
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
捨
て
る
こ
と

が
転
依
で
あ
る
。



空性と真如仏性145

依
と
は
謂
わ
く
所
依
に
し
て
、
即
ち
依
他
起
な
り
。
染
と
浄
と
の
法
の
与
に
所
依
と
為
る
が
故
に
。
染
と
は
謂
わ
く
虚
妄

の
遍
計
所

し
ば
し

執
に
し
て
、
浄
と
は
謂
わ
く
真
実
の
円
成
実
性
な
り
。
転
と
は
謂
わ
く
二
分
を
転
捨
し
転
得
す
る
な
り
。

数

ば
無
分
別
智
を
修
習

し
て
、
本
識
中
の
二
障
の
粗
重
を
断
つ
。
故
に
能
く
依
他
起
上
の
遍
計
所
執
を
転
捨
し
、
及
び
能
く
依
他
起
中

の
円
成
実
性
を
転
得

す

(九
i
20
)。

「唯
識
に
住
す
」
る
こ
と
は
、
「転
識
得
智
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は

「数
ば
無
分
別
智
を
修
習
し
て
、
本
識
中
の
二
障
の
粗
重

を
断

つ
」
こ
と
に
よ
る
。
「本
識
」
と
は
阿
頼
耶
識

の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
「転
依

の
転
と
は
、
変
貌
す
る
こ
と
で
あ
る
」
(横
山
紘

一

『唯
識
の
哲
学
』
二
五
三
頁
)
と
解
釈
さ
れ
、
転
識
得
智
吐
は
、
阿
頼
耶
識
を
初
め
と
す
る
八
識
を
質
的
に
変
化
せ
し
め

て
智
を
得
る
こ
と

で
あ

る

(同
二
五
六
頁
)
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。

右

の
文
中
に
い
う
よ
う
に
、
二
障
の
粗
重
を
断

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
「依
他
起
上
の
遍
計
所
執
を
転
捨
」
す
る
、

つ
ま
り
我
法

の
妄
執

を
転
捨
す
る
、
と
同
時
に

「依
他
起
中
の
円
成
実
性
を
転
得
」
す
る
、

つ
ま
り
二
空
所
顕
の
真
如
を
転
得
す
る
の
が
転
依
で
あ
る
。
雑
染

か
ら
清
浄

へ
、
で
あ
る
。

た
だ
し
、
真
如
は
転
得
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
煩
悩
障
の
転
捨
に
よ
る
浬
桀
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
所
転
得
に
は
い
ま

一
つ
、
所

知
障

の
転
捨
に
よ
る
菩
提
が
あ
る
。
こ
れ
は
真
如
が
所
顕
得
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
所
生
得
と
呼
ば
れ
る

(十
1
14
)
。

二
に
所
生
得
、
謂
わ
く
大
菩
提
な
り
。
此
れ
は
本
来
能
生
の
種
有
り
と
難
も
而
も
所
知
障
の
碍
う
る
が
故
に
生
ぜ
ず
。
聖
道
の
力
も

て
彼
の
障
を
断
つ
が
故
に
、
種
よ
り
し
て
起
こ
ら
し
む
る
を
菩
提
を
得
と
名
つ
く
。
起

こ
り
已
り
て
相
続
し
未
来
際
を
窮
む
。
此
れ

は
即
ち
四
智
相
応
の
心
品
な
り
。

菩
提
は

「本
来
有
能
生
種
」
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
か

謂
わ
く
、
無
始
よ
り

来

た
、
本
識
に
依
附
し
て
無
漏
種
有
り
。
転
識
等
の
数
数
重
…発
す
る
に
由
り
て
漸
漸
に
増
勝
な
り
。
乃
至
究

寛
し
て
成
仏
を
得
る
時
、
本
来
雑
染

の
識
種
を
転
捨
し
、
始
起
清
浄
の
種
識
を
転
得
す
。

一
切
功
徳

の
種
子
を
任
持
し
、
本
願
力
に
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由
り
て
未
来
際
を
尽
く
し
、
諸
の
妙
用
を
起
こ
し
て
相
続
し
て
窮
り
無
し
。
(八
1
27
)

阿
頼
耶
識
を
質
的
に
変
化
さ
せ
て
菩
提
と
す
る
の
で
は
な
い
。
阿
頼
耶
識
は
転
依
に
お
い
て
転
捨
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
そ

の
基
本
的
な
性
格
を
述
べ
る
頒
中
に

「阿
羅
漢
位
に
捨
す
」
(二
i
13
)
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。

然
る
に
阿
羅
漢
は
、
此
の
識
中
の
煩
悩

の
粗
重
を
断

つ
こ
と
究
寛
し
尽
く
す
が
故
に
、
復
た
阿
頼
耶
識
を
執
蔵
し
て
自
の
内
我
と
為

さ
ず
。
斯
の
永
く
阿
頼
耶
の
名
を
失
う
に
由
り
て
、
之
を
説
き
て
捨
と
為
す
も
、

一
切
の
第
八
識
の
体
を
捨
す
る
に
は
非
ず
。
阿
羅

漢
は
、
識
の
種
を
持
す
る
も
の
無
く
し
て
、
爾

の
時
に
便
ち
無
余
浬
葉
に
入
る
こ
と
勿
け
れ
ば
な
り
。
(三
ー
15
)

阿
頼
耶
識
を
捨
離
す
る
こ
と
は
、

一
切
の
第
八
識
の
体
を
捨
離
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
阿
頼
耶
識
の
み
で
は
処
置
し
切
れ
な
い
も

の
が
残
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
摂
大
乗
論
に
お
い
て
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

ど

の
よ
う
に
し
て
、
雑
染
の
因
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

一
切
法
の
種
子
で
あ
る
異
熟
果
識
が
、
ま
た
そ
の
雑
染
を
対
治
す
る
と
こ
ろ
の
、

出
世

の
浄
心
の
種
子
と
な
る
の
か
。
そ
れ
に
出
世
の
浄
心
は
未
だ
か

つ
て
修
習
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
重
…習
は
絶
対

に
無

い
は
ず
で
あ
る
。
黒
習
が
無
い
か
ぎ
り
、
浄
心
は
ど
ん
な
種
子
か
ら
生
じ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
次
に
よ
う
に
答
え

ね
ば
な
る
ま

い
。
最
清
浄
法
界
よ
り
等
流
し
た
正
聞
重
…習
の
種
子
の
所
生
で
あ
る
、
と
。
(巻
上
、
大
31
i

一
三
六
b
以
下
)

は

た

は

此

の
聞
重
習

は
為
是
阿
頼
耶
識
の
自
性
な
り
や
、
為
た
阿
頼
耶
識
の
自
性
に
非
ざ
る
や
。
若
し
是
れ
阿
頼
耶
識

の
自
性
な
ら
ば
、

云
何
ん
が
是
れ
彼
が
対
治
の
種
子
な
ら
ん
。
若
し
阿
頼
耶
識
の
自
性
に
非
ざ
れ
ば
、
此
の
聞
重
…習
の
種
子
の
所
依

は
、
云
何
に
見
る

可
く
し
て
乃
ち
諸
仏
の
菩
提
を
証
得
す
る
に
至
ら
ん
。
と
き

此

の
聞
黒
習
は
、

一
種
の
所
依
に
随
在
し
て
転
ず
る
処
、
異
熟
識
中
に
寄
在
し
て
、
彼
と
和
合
し
て
倶
に
転
ず

る
こ
と
猶
お
水
と

乳
と

の
如
し
。
然
れ
ど
も
阿
頼
耶
識
に
は
非
ず
、
是
れ
彼
が
対
治
の
種
子
の
性
な
る
が
故
に
。
(
一
三
六
c
)

こ
の
聞
重
…習
の
種
子
が
阿
頼
耶
識
の
自
性
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
所
依
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
衆
生
は
そ
れ
に
よ

っ
て
菩
提

を
得

る
の
か
。
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こ

の
聞
重
…習
は
、
あ
る
種
の
所
依
に
く

っ
つ
い
て
は
た
ら
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
阿
頼
耶
識
中
に
寄
在
し
て
、
そ
れ
と
和
合
し
て

一
緒
に
は
た
ら
く
。
ち
ょ
う
ど
水
と
乳
と
の
よ
う
に
。

=

種
所
依
」
と
い
う
の
は
真
如
以
外
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
起
信
論
に

「不
生
不
滅
な
る
も
の
生
滅
す
る
も
の
と
和
合
し
て
、

一
に
非
ず
異
に
非
ざ
る
と
き
、
名
づ
け
て
阿
梨
耶
識
と
為
す
」
(和
訳
17
段
)
と
い
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も

「和
合
倶
転
、
猶
如
水
乳
」
と

い
う
。
ま
さ
に
清
浄
の
心
性
と
雑
染
の
煩
悩
と
の
回
互
す
る
心

の
構
造
を
言

い
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
阿
頼
耶
識
で
は
な
い
。
そ
れ
を
対
治
す
る
種
子
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
聞
重
…習
種
子
を
、
摂
大
乗
論
は

「法
身
種
子
」
(
一
三

六
c
)
と
呼
び
、
成
唯
識
論
は

「本
有
無
漏
種
子
」
(ニ
ー
21
)
と
名
づ
け
る
。

然
る
に
第
八
識
に
は
総
じ
て
二
位
有
り
。

一
つ
に
は
有
漏
位
に
し
て
無
記
性

の
摂
な
り
。
二
つ
に
は
無
漏
位
に
し

て
唯
だ
善
性
の
み

の
摂
な
り
。
(三
1
16
)

こ

の
節

の
冒
頭
に
引

い
た
、
無
始
時
来
の
界
で
あ
る
第
八
識
は
、
こ
の
二
位
に
対
応
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
有
漏
種
と
共
に

無
漏
種
を
も
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

無

漏
位
の
第
八
識
は

「無
垢
識
」
(三
1
16
)
と
呼
ば
れ
ま
た

「第
八
浄
識
」
(ニ
ー
25
)
と
も
呼
ば
れ
る
。
「第
七
浄
識
」
(十
1
22
)
の

語
も
見
え
る
か
ら
、
有
漏
の
八
識
の

一
つ
一
つ
に
対
応
す
る
、
無
漏

の
浄
識
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
無
分
別
智
の
は

た
ら
き
を
も
種
子
説
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
四
智
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「本
来
有
能
生
種
」
で
あ
る
無
漏
種
が
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ

っ
て
、
八
識
が
質
的
に
変

化
し

て
生
じ
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
大
円
鏡
智
の
性
状
は
、
こ
と
細
か
に
阿
頼
耶
識
の
そ
れ
と
対
応
す
る

(十
1

14
)。
し
か
し
転
化

し
た

の
で
は
な
い
。
瓦
は
磨

い
て
も
鏡
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第

30
頒

(十
1
20
)、

此
れ
は
即
ち
無
漏
界
な
り
、
不
思
議
に
し
て
善
常
な
り
。
安
楽
な
る
解
脱
身
に
し
て
、
大
牟
尼
に
は
法
と
名
つ
く
。
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こ

の
転
依
こ
そ
無
漏
界
で
あ
り
、
不
思
議

で
あ
り
、
善

で
あ
り
、
常
住
で
あ
る
。
こ
れ
は
安
楽
な
解
脱
身
で
あ
り
、
大
牟
尼

の
法
身
で

あ
る
。

結
局
、
「人
法
二
空
所
顕
の
真
如
」
は
法
身
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

宝
性
論
に
お
い
て
、
法
身
は
、
真
如
、
種
姓
と
共
に
仏
性

の
三
種
実
体
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
る
に
唯
識
説
に
お

い
て
仏
性

の
語
を

用
い
な
い
の
は
、
種
姓
に
対
す
る
特
殊
な
考
え
方
に
も
と
つ
く
よ
う
で
あ
る
。
仏
地
経
論
巻
二

(大
26
1
二
九
八
a
)
に

い
う
、

余
経
中
に

一
切
有
情
の
類
は
、
皆
な
仏
性
有
り
て
、
皆
な
当
に
作
仏
す
べ
し
と
宣
説
す
。
然
れ
ど
も
真
如
法
身
な
る
仏
性
に
就

い
て
、

或

い
は
少
分
の

一
切
有
情
に
就
い
て
、
方
便
し
て
説
く
の
み
。
不
定
種
姓
の
有
情
を
し
て
、
決
定
し
て
速
か
に
無

上
正
等
菩
提

の
果

に
趣
か
し
め
ん
が
為
の
故
に
。

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
い
う
の
は
、
仏
性

の
三
種
実
体

の
う
ち

の
真
如
法
身
に
限
定
し
て
衆
生
が
有
す
る
と
い
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、

あ
る

い
は
衆
生
の
う
ち
の
少
分
の

一
切
に
限

っ
て
仏
性
を
有
す
る
と

い
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ま

さ

若
し
爾
ら
ざ
れ
ば
、
便
ち
所
説
の
五
種
種
姓
に
違
わ
ん
。
諸
仏
の
功
徳
は
応
当
に
尽
く
る
こ
と
有
る
べ
し
、
度
す
る
所
無
き
が
故
に
。

則
ち
所
説
に
違
わ
ん
。
(同
⊥

二
〇
五
c
)

限
定
付
き
で
い
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
仏
説
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
五
種
姓
は
出
世
功
徳
の
因
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
、
畢
寛
じ
て
滅
度
を
得
る
期
は
有
る
こ
と
無
し
。
(同
-
二
九
八
a
)

そ
れ
で
も
諸
仏
は
方
便
し
て
、
悪
趣
を
離
脱
さ
せ
て
善
趣
に
生
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

ま

彼
も
復
た
修
善
し
て
善
趣
に
生
ま
る
る
も
、
後
に
還
た
退
堕
し
て
諸
の
苦
悩
を
受
く
る
に
、
諸
仏
は
方
便
し
て
復

た
更
に
抜
済
す
。

是
く
の
如
く
展
転
し
て
未
来
際
を
窮
む
る
も
、
其
れ
を
し
て
畢
寛
じ
て
滅
度
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
(同
)

こ

の
第
五
の
種
姓
は
、
平
等

に
無
漏
種
は
有
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
「畢
寛
二
障
種
」
が
有
る
た
め
に
般
浬
葉

で
き

な
い
の
だ
と
い
う

(成
唯
識
論
二
ー
17
)
。
し
か
し
こ
の
種
姓

の
衆
生
が
い
な
け
れ
ば
、
他
の
四
種
姓
の
衆
生
は

「時
限
無
し
と
錐
も
、
然

れ
ど
も
畢
寛
じ
て



滅
度
を
得
る
期
有
り
」
(同
-
二
九
二
a
)
な
の
だ
か
ら
、
済
度
す
る
相
手
が
い
な
く
な

っ
て
、
諸
仏
の
功
徳
が
尽
き
る
こ
と
に
な

っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、

如
来
の
功
徳
は
常
に
断
尽
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
応
に
無
益
な
る
べ
か
ら
ず
。
(同
-
三
〇
五
c
)

諸
仏
の
功
徳
が
無
益
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
第
五
の
種
姓
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
の
は
、
少
し
奇
異
な
論
法
で
あ
ろ
う
。

宝
性
論
に
お

い
て
、
種
姓
は
、
仏
性
の
三
種
実
体

の
中
で
も
最
も
重
要
な
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
唯
識
説

に
お

い
て
は
右
の
よ
う
な
し
ば
り
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
成
唯
識
論
に

(十
1
10
)、

浬
葉
の
義
別
に
略
し
て
四
種
有
り
。

一
つ
に
は
本
来
自
性
清
浄
浬
葉
、
謂
わ
く
、

一
切
法
の
相
た
る
真
如
の
理
な
り
。
客
染
有
り
と

錐
も
而
も
本
性
浄
に
し
て
、
無
数
量
の
微
妙
の
功
徳

の
、
無
生
無
滅
に
し
て
湛
た
る
こ
と
虚
空
の
若
く
な
る
を
具
す
。

一
切
の
有
情

は
平
等
に
共
有
す
。

と

い
う
時
で
さ
え
も
、
仏
性
の
語
は
使
わ
な
い
。
真
如
と
い
う

の
み
で
あ
る
。
し
か
し
仏
性
論
は
、
唯
識
説
に
か
か
わ
り
な
が
ら
も
五
種

姓
説

に
は
し
ば
ら
れ
な
い
か
ら
、
「仏
性
な
る
者
は
、
即
ち
是
れ
人
法
二
空
所
顕
の
真
如
な
り
」
と
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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